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B 67 スト レ ヅヽチ吸衣月Bにかﾅ る胴部衣服圧fc.圧感覚との関係
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目的 エ腕部 ，六腿部 の検討 に続 きスト レッ命根衣服の胴部 におiﾅ る詰 め率と衣服£ ，

鳶 感覚 ，体型との関係 色男験 用ベルト ヒ｡がｰﾄﾘﾚ の着用甕験 に

方娘　1)　 ウエノストベルトr-  よ|る|実験:　 被検者は，Rohmr  示教 仰>X 下,    1.30+0.1 ,

i,佃以よ の々 子学弦各5 名，ベルト は, 悟 りcmでパワ ーネット2 重構逢のかりi.試n,  そ

の生体周径に対 寸る縮小孚 乞0 ～10 % と,レTz。測定部技は ，朋部前 ，側 ，後面であろ。

2)   1r~ ド ルによる実験 ｓ　初検羞は，R。h。 示数f.3O ±0.1　11ゐ ，1.卯以上 乱

作ガ ード ルは, 石膏 包帯y釦こよリ採取した胴 下部 展閉図 乞もとA'-.腰IS 友〇～I6・ まで斗。

きぐ みで鈴 めt--いりであ る。/＼'ワーネット製 。市叙がード ルtut は, ぢ 質 ，構造 の異な

る2 撞（A 型斗サづズ ，名 型6 サイズ ）£対 參とレた。

ろ） ）Z）の荻服及測定には, キュ｡ライトLQ  L －125  －2ら型トランスジュ-  サ ーを用い，

圧感覚は1 対比較法,こぷり評 価しfc。

結 集1　I) ウX ストベルト の緊地｡|にみい■z (i，の鈷 め斧Å,万衣ﾚ服圧|間 には, 上吟郡う 冬腿

部 り司様 高い相関か認められた。② 衣服圧 の実測値は，部技による差をホレ ，側 面で函く，
前面 ，積面 び 飢 値ヽ 吉示しr-z. ③圧力の好 適値は，x 腕,  火腿の8 9/on` 内外 の時 累に比し

て，側 面では, やや高川O/on^ 前・後面 刳 まやや低い り/c≪f内ﾀﾄ 乞ホt  z と騨明 らかに

なr> た。 乙のy:.t の哨 小率は2  ～&  % であ ，た。
2）　か ーりﾚ にあヽ レヽ ?は ，好 適^ に体型差ヵ・誹 めうれ, Rohrer 系数・ 高い人程好廓 まかヽ

上界する傾 向£ ホした。

B 68 靴りヒールit.と足骨の形花的剣ﾋ
和洋女秀文家政　o  旧口季 子　川村一男

目的　人卜 とって健康的なl蚤物のヒール高につい了考えるために ヤ販之収でいる靴の

ヒ ール島 についJ 吟味を行いながら，着靴時の足部り 骨1こよっ 了形 践れれる足 廸邦 アーチ

の支化 に注目して。ヒ ール高とアーチの形 能的支化 との肉連 について追床 した。
方去　ヒ-j レ島々定性の吟味I*. B 軋優ヵ

，
収了いる靴を対象に,   B 一八角(B  はシャン

ク部分の傾斜私A  ISヒ ール上一部 と趾 との律触角）i£岑め 了. 殖劾 呆特刎 犬態左検討 した

。i  た足部骨形 恕は。裸足及 ひ着靴時の足 部についで×線掃影を行[,＼、　ぞ内×線写真より

足 アづ

７いる靴を対參としre.
維果　B  －A  和 ま靴の穫舜 や形 で異るお≒最 も履 き･に迦の官い靴のヒ づレ島は ぢ～らcm

r.   B-  A 乖は2o 湊前後が郎 とヽいう緬果 を得 た，

b ール島ヵ鳴 くなると.   一般に身 体お芦領掌勢 をとi  *V. このことは舟状骨. 膠 状骨.

ヤ足｡骨*v ヒール高の影 響 によ')前 方に辞斜 しい ら 辱動 するごとによっ7 起 お 現 象であ

? ．i  だ, m. 骨, 瞳骨，ﾔﾒ 乙骨 川 口 角（武 鮒 および足牌水r 面 け0 練）と雁骨との

荊(T 角) . 踏骨下面前後を結ぶ線 けO 線）の支北 もヒ ヤ レ高ヵ^'畠くなる分 だけ,   ―>ま

禽 に釦ﾅ る袴束性 左大之 い
足アーチは，。各被検索 とt  It V-一吏 て≒ ヒ ール高おヽ増すと特 に市足骨（YL 線)   ヵ味 面

に対 して直ｔ す? 形 鞄的隻北 左梗 めた。したヵやっ て足 アーチの叟社は身体の前傾姿勢 を岬

剣 レ. 体荷重の維 持とニえ 歩行の平衡 をとるために働くものであることを確 続 した。


